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》
。
…
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
つ
も
通
り
の
仕
事
を
し
て
い
て
に
引
き
受
け
た
。
「
頼
ま
れ
て
か

》な被害があった気仙沼市のは行く意味がない」と自分らの仕事では遅いと思った。
》特別養護老人ホームで、今に一一一一口い聞かせ、身体介護や現地の空気やその場にいる
》
月
８
日
か
ら
嘔
日
ま
で
介
護
支
食
事
の
介
助
、
配
膳
、
声
か
け
人
の
行
動
を
先
読
み
す
る
迅
速

》
援
に
取
り
組
ん
だ
。
「
現
地
で
い
な
ど
ど
ん
な
仕
事
で
も
積
極
的
さ
が
昼
要
だ
と
感
じ
た
」
と
振
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人
約
処
上
艶

己

で
の
経
験
心
の
糧
に

日

●宮城県気仙沼市で介誰支援を行った

頼
ま
れ
て
か
儀
な
く
さ
れ
た
。
家
族
や
友
入
っ
た
」
。
涙
な
が
ら
に
家
族
を
説
》

いと思った。に支えられ、「将来は人のた得し、現地にむかった。「被》
の
場
に
い
る
め
に
働
き
た
い
」
と
、
瀧
で
介
災
地
で
家
族
を
失
っ
た
人
た
ち
》

み
ず
ろ
迅
速
護
の
道
に
進
ん
だ
。
今
回
の
派
と
触
れ
、
家
族
の
あ
り
が
た
み
》

Ｃ
だ
」
と
振
罎
は
自
分
の
成
長
に
も
つ
な
が
を
感
じ
た
。
自
分
を
理
解
し
て
》

澁
霊
鑪
蕊
讃
議
鷆
鴛
橇
奎
に
》

》繧唾》｛》》》》》》』》』》護争祀誕碓匙垂講塞三壱討一
阿囲気は明るかったが、実際識することができた。「自分》
職
は
、
被
災
し
た
職
員
が
利
用
者
自
身
、
満
足
に
お
風
呂
も
入
る
［

２に心配をかけないよう明る｝」とが出来ない状況詮経験》
ん
”
く
振
舞
っ
て
い
た
だ
け
だ
つ
し
、
彼
ら
の
立
場
が
理
解
で
き
》
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「
人
を
助
け
る
た
め
に
こ
の
世
界
で
い
く
。
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」
故
》
祷
鐵

り
返
る
。

年
生
で
交
通
事
た
時
に
誰
か
を
助
け
ら
れ
な
》

期
の
入
院
を
余
妃
そ
ん
な
自
分
が
許
せ
な
か
》
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に
入
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た
の
に
、
本
当
に
因
つ
》
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